


おかあさんが

おかいものからかえってき

ました。

「ぎゅうにゅう、ジ
じ ゅ ー す

ュース、

とうふ、プ
ぷ り ん

リン、なっとう、

パ
ぱ ん

ン、さかな・・・」

おかあさんは、

かってきたものを

かばんからだしてたしかめ

ています。

「あらっ！？

たまごをかいわすれてるわ。

まぁたいへん、どうしましょ

う。」



「ゆきちゃん、けんくん、

たまごをかいわすれて

きちゃったわ。

でも、これからごはんを

つくりはじめないといけな

いからふたりでス
す ー ぱ ー

ーパーへ

いって、たまごをかってき

てくれないかしら？」

とおかあさんが

ふたりにたのむと、

「はーい。」「いいよ！」

「いってきまーす！！」と

ふたりとも

げんきよくへんじをして

スーパーへでかけていきま

した。



ス
す ー ぱ ー

ーパーのいりぐちに

おおきなはこがおいてあり

ました。

「おねえちゃん、これなぁ

に？」

「なんだろう。

ア
あ る み か ん

ルミカン、・・・パ
ぱ っ く

ック、・・・

ト
と れ い

レイ、ペ
ぺ っ と ぼ と る

ットボトルって

かいてあるけど ･･･ ？」

「わかったよおねえちゃん！

これはごみばこだよ。

かんはかんのところ、ペ
ぺ

ッ
っ

ト
と

ボ
ぼ

ト
と

ル
る

はペ
ぺ っ と ぼ と

ットボトル
る

っ

てかいてあるところにすて

ればいいんじゃないの？」

「あー、なるほど！

きっとそうだね。

でも・・・

どうしてべつべつのはこに

いれなきゃいけないのか

な？」



ふたりがくびをかしげてい

ると・・・

ぼわんっ

とつぜん、めのまえに

りーちゃんがあらわれまし

た。

「はじめまして！

『ごみゼ
ぜ ろ

ロのくに』からき

ました、りーちゃんです。

そのはこはごみばこじゃな

いんだよ。

リ
り さ い く る ぼ っ く す

サイクルボックスってい

うんだ。かんやかみパ
ぱ っ

ッ

ク
く

、 し ょ く ひ ん ト
と れ い

レ イ、

ペ
ぺ っ と ぼ と る

ットボトルなどをきちん

とわけていれれば、あたら

しいものにうまれかわるこ

とができるんだよ。」



「へぇ～、どんなものに

うまれかわるの？」と

ゆきちゃんがたずねると

「ア
あ る み

ルミかんは、きれいに

あらって、かわかして、

あのはこにいれると、

こうじょうにはこばれて、

あたらしいかんにうまれか

わるんだ。」

とりーちゃんはこたえまし

た。

すると、

ゆきちゃんはおどろいて、

さらに

「へぇ～、じゃ、かみパ
ぱ っ く

ック

は？」

とききました。



するとりーちゃんは

「かみパ
ぱ っ く

ックも

きれいにあらって、かわか

して、あのはこにいれるん

だ。そうすると、かみパ
ぱ っ く

ック

はト
と い れ っ と ぺ ー ぱ ー

イレットペーパーに

うまれかわるんだ。」

とおしえてあげました。

「へぇ！すごいね。じゃあ、

しょくひんト
と れ い

レイは？」

とゆきちゃんは、つづけて 

きいてみました。



「しょくひんト
と れ い

レイも

おなじように、あらってか

わかして、あのはこにいれ

ると、こうじょうにはこ

ばれて、おなじト
と れ い

レイや

プ
ぷ ら す ち っ く

ラスチックのハ
は ん が ー

ンガー、

ビ
び で お て ー ぷ

デオテープなどにうまれ

かわるんだよ。」

とりーちゃんがおしえてあ

げると、ゆきちゃんは

「え～！なんでそんなもの

にうまれかわっちゃうの？

ふしぎだなぁ。」

とおどろきました。



「じゃぁ、けんくん。

ペ
ぺ っ と ぼ と る

ットボトルはなにになる

と思う？」と

りーちゃんはけんくんに

きいてみました。

「ペ
ぺ

ッ
っ

ト
と

ボ
ぼ

ト
と

ル
る

は、

キ
き

ャ
ゃ

ッ
っ

プ
ぷ

とラ
ら べ る

ベルをはがし

て、あらって、かわかして

つぶすんだよね。

それで、あのはこにいれる

と、どうなるんだろう？」

とけんくんはふしぎそうで

す。

「ペ
ぺ っ と ぼ と る

ットボトルは、ふくやぬ

いぐるみ、ペ
ぺ ん

ン、じゅうたん

などにもなるんだよ。」

とりーちゃんがおしえてあ

げると

「ええー！？すごいんだね。」

とけんくんはおどろきまし

た。



そうです。

みんながリ
り さ い く る

サイクルできる

ものをきちんとわけてだ

してくれれば、あたらしい

ものにうまれかわること

ができるのです。

りーちゃんがおしえてくれ

なければ、ゆきちゃんと

けんくんは、ごみといっ

しょにすててしまうところ

でした。



「わたしのいえでは、しょく

ひんト
と れ い

レイもペ
ぺ っ と ぼ と る

ットボトル

もいっしょにごみばこにす

てていたよ。

いそいで、おかあさんに

おしえてあげなくちゃ。」

ゆきちゃんとけんくんは、

たのまれたたまごをかって、

いえにかえりました。



「ただいまー。」

「おかえりなさい。」

いえにかえると、ちょうど

おかあさんがしょくひん

ト
と れ い

レイをごみばこにすてて

いるところでした。

「おかあさん、

それごみじゃないよ！」

おかあさんは、ゆきちゃん

のはなしをきいて、

おどろきました。



りーちゃんは、おかあさん

におしえてあげました。

「さっきかってきた

たまごのパ
ぱ っ く

ックもなっとう

やプ
ぷ り ん

リンのはいってたいれ

ものも『ごみ』じゃないん

です。

『プ
ぷ ら

ラ』マ
ま ー く

ークがついてい

るでしょう？

このマークがついているも

のもきれいにして、きちん

とわけてだしてもらえれば、

たとえば、うんどうかいで

つかうコ
こ ー ん

ーンや、マ
ま

ン
ん

ホ
ほ

ー
－

ル
る

のふたなどに、うまれか

わることができるのです。」

すると、おかあさんはおど

ろいていいました。

「へぇー！そうなのね。

これからは、なんでもすて

ないでリ
り さ い く る

サイクルするわ。」



ゆきちゃんとけんくんの

はじめてのおかいもの。

りーちゃんにリ
り さ い く る

サイクルの

ことをおしえてもらって

おかあさんもびっくり。

みんながいくス
ス ー パ ー

ーパーやほ

いくえんにもリ
り

サ
さ

イ
い

ク
く

ル
る

ボ
ぼ

ッ
っ

ク
く

ス
す

があるかさがして

みてください。

そして、おうちのひとにも

おしえてあげてください。

おしまい
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